
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
）

●
楠
本
喬
章
〈
鯵
リ
ェ
ィ
ト
社
〉

ア
ブ
は
ち

中
央
区
元
町
２
１
７
１
麓
３
３
１
１
２
７
９
８

ウ
ィ
ス
キ
ー
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
多
種
。
こ

の
店
特
製
の
ブ
レ
ン
ド
ウ
ィ
ス
キ
ー
は

美
酒
（
？
）
で
ま
わ
り
が
早
い
。

鱗

食
欲
を
刺
激
し
、
会
話
を
進
め
る
お

酒
。
〃
冬
は
熱
澗
に
か
ぎ
る
″
と
い
う

日
本
酒
党
か
ら
、
ロ
ッ
ク
し
か
や
ら
な

い
と
い
う
人
ま
で
、
酒
の
楽
し
み
方
は

千
差
万
別
。
今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
と
っ

て
お
き
の
酒
処
を
別
名
の
方
に
ア
ン
ケ

ー
ト
し
ま
し
た
。

侭

灘霞
篭鴬
蕊

●
大
西
貴
子
〈
錨
睡
訓
プ
キ
〉

●
高
野
多
美
〈
謁
一
彩
形
夕
‐
〉

Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

中
央
区
山
本
通
２
１
超
Ｉ
叫
官
２
１
‐
９
０
６
６

今
宵
も
な
じ
み
の
顔
が
あ
る

鞠
が
愛
し
の
”
と
ま
り
木
“
た
ち

薦
；
琴
声
バ
ー
が
ら
炉
端
焼
景
非
語

ワ
イ
ズ
バ
ー

中
央
区
三
宮
町
２
１
５
茸
３
３
１
１
２
８
１
２

マ
ス
タ
ー
が
１
人
で
や
っ
て
い
る
。
静

か
な
穴
場
で
あ
ま
り
Ｐ
Ｒ
し
た
く
な
い

~ 邸｡ ｇ…

１
５４
１

輝
く
グ
ラ
ス
の
中
に
星
の
ま
た
た
き
を

な
が
め
な
が
ら
、
静
か
に
お
と
な
の
時

間
を
過
せ
る
空
間
。

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

紫
清
庵

中
央
区
中
山
手
通
１
－
６
‐
６

茸
３
２
１
１
５
５
４
６

女
将
と
板
前
の
２
人
で
深
夜
ま
で
営
業

し
て
い
る
。
女
将
の
漆
黒
の
髪
に
純
白

の
割
烹
着
と
肌
が
印
象
的
。

あ
み
も
り

中
央
区
加
納
町
４
‐
６
１
３

宮
３
９
２
１
２
５
５
１

華
著
な
体
に
フ
ァ
イ
ト
一
杯
の
女
将

「
タ
カ
コ
は
ん
」
の
情
に
ほ
だ
さ
れ
る

客
が
多
い
。

■
１
１
１
§
：

西
宮
市
下
霞
原
町
２
１
錘

宮
０
７
９
８
１
３
６
１
２
２
０
５

赤
い
く
ス
ト
の
バ
ー
テ
ン
ダ
Ｉ
が
究
極

の
カ
ク
テ
ル
を
作
っ
て
く
れ
る
ち
ょ
っ

と
賛
沢
な
空
間
（
い
ず
れ
も
誰
に
も
教

え
た
く
な
い
″
）

キ
ン
グ
ス
ア
ー
ム
ス

中
央
区
磯
辺
通
４
１
２
ｌ
お

宮
２
２
１
１
３
７
７
４

２
Ｆ
で
お
い
し
い
ロ
ー
ス
ト
ピ
ー
フ
を

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

神
戸
ワ
シ
ン
ト
ホ
テ
ル
ー
Ｆ

画
３
３
１
１
２
１
２
２

お
酒
の
少
々
苦
手
な
人
向
き
に
も
、
い

ろ
い
ろ
と
相
談
に
の
っ
て
く
れ
て
作
っ

て
下
さ
る
バ
ー
テ
ン
さ
ん
が
親
し
み
や

す
い
。
立
ち
飲
み
バ
ー
が
あ
っ
て
、
こ

ち
ら
は
値
段
が
安
い
。
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中
央
区
中
山
手
通
１
１
浬
１
３

言
２
２
１
１
３
６
３
７

何
時
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
気
分
で
飲
め

る
店
。
年
配
者
（
ア
ダ
ル
ト
）
向
き
の

店
だ
。

お
ば
ち
ゃ
ん

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
４
１
皿

茸
３
３
１
１
７
８
５
２

吟
味
さ
れ
た
新
鮮
な
素
材
を
用
い
た
料

理
は
天
下
一
品
。
店
の
歴
史
は
古
い
。

●
今
崎
陽
吉
〈
秀
猫
麺
Ｉ
〉

ブ
ル
ー
ス
・
ア
レ
ー

中
央
区
中
山
手
通
２
１
３
‐
四

宮
３
９
２
‐
８
８
６
８

神
一
戸
で
一
番
ナ
ウ
イ
お
店
。
お
栖
落
で

若
い
女
の
子
が
た
く
さ
ん
集
る
。

ガ
イ
ド
の
小
屋

中
央
区
三
富
町
２
１
８
１
１

宮
３
９
２
１
５
２
７
８

飲
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
チ
ュ
ー
を
は

じ
め
と
し
た
料
理
も
う
ま
い
。

く
に
弥

中
央
区
北
長
狭
通
４
１
２
１
皿

官
３
３
２
１
０
８
６
５

明
石
鯛
の
新
鮮
な
料
理
が
自
慢
。
日
本

酒
も
豊
富
。

お
で
ん
匠
藤
吉

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
劃
１
２
サ
ン
メ
ィ
ビ
ル
Ｂ

１
宮
３
９
２
１
７
３
２
１

ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
お
で
ん
屋
さ
ん
。

キングスアームス

食
べ
た
あ
と
は
１
Ｆ
の
バ
ー
ヘ
・
外
人

専
用
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
だ
け
に
、
英
国
風

の
雰
囲
気
が
素
敵
。

や
き
と
り
備
長

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
狸

宮
３
２
１
１
２
３
７
１

民
芸
調
の
店
内
に
は
若
い
ス
タ
ッ
フ
が

多
く
て
入
り
や
す
い
。
全
国
の
吟
醸
酒

や
地
酒
が
飲
め
ま
す
。
そ
の
名
の
と
お

り
備
長
炭
で
焼
い
て
い
る
。

花
か
ん
ざ
し

中
央
区
下
山
手
迦
１
１
１
１
１

茸
３
３
２
‐
７
１
１
２

女
の
子
だ
け
で
オ
シ
ャ
レ
に
和
食
を
決

め
た
い
時
に
ピ
ッ
タ
リ
。
純
和
食
を
現

代
ふ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
て
、
と
て
も

粋
。
ワ
イ
ン
も
飲
め
ま
す
。

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｙ
Ｂ
ｅ
ｅ
（
ピ
ジ
ー
・
ピ
ー
）

中
央
区
下
山
手
通
２
１
唾
－
浬

茸
３
９
１
１
４
５
８
２

二
十
数
年
の
実
績
は
す
べ
て
を
語
っ
て

い
る
。
関
西
学
院
哲
学
科
卒
の
マ
マ
、

名
前
は
「
ペ
己
。
レ
ベ
ル
の
高
い
弾

き
唄
い
。
楽
し
い
ぜ
″
神
戸
の
あ
る

べ
き
姿
ノ
．

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
，
１
５
神
戸
ワ
シ
ン
ホ
テ

ル
ー
Ｆ
宙
３
３
１
１
２
１
２
２

最
近
カ
ク
テ
ル
が
流
行
っ
て
き
た
っ

て
Ⅶ
だ
け
ど
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
副

会
長
の
カ
ク
テ
ル
を
飲
ま
な
く
て
は

ね
。
カ
ン
ツ
オ
ー
ネ
も
す
ば
ら
し
い
。

音
の
方
も
ウ
ル
サ
イ
よ
・

花
隈
絢
燭
亭

中
央
区
花
隈
３
１
６
宮
３
５
１
１
６
１
１
０

「
魚
料
理
な
ん
て
ど
こ
だ
っ
て
本
物
だ
」

な
ん
て
言
う
人
は
未
だ
本
物
を
知
ら
な

い
人
だ
。
こ
の
店
は
数
少
な
い
本
物
の

店
。
勿
論
、
酒
だ
っ
て
本
物
だ
い
″

山
乃
手
●
王
柏
林
〈
桐
泌
諺
黙
懲
園
〉

零蕊

●
山
腰
直
弘
〈
繍
鰐
豚
綴
会
〉

瀬
戸
内
海
の
魚
に
ロ
ブ
ス
タ
ー
、
蟹
な

ど
キ
リ
ッ
と
冷
え
た
ワ
イ
ン
に
合
う
シ

ン
プ
ル
な
メ
ニ
ュ
ー
が
嬉
し
い
で
す
。

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
ｕ
ｌ
５
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
ー
Ｆ
茸
３
３
１
１
２
１
２
２

店
に
入
る
と
す
ぐ
、
立
ち
飲
み
Ｂ
Ａ
Ｒ
が

あ
り
、
食
事
を
し
た
り
ゆ
っ
く
り
し
た

い
人
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
。

●
三
住
三
年
子
八
料
理
研
究
家
Ｖ

ム
ー
ニ
ー
ク
ル
ー
ズ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
，
１
６
ム
ー
ン
ラ
ィ
ト
ピ

ル
６
Ｆ
肴
３
３
１
１
８
９
８
０

１
５５
１
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鞠

１
５６
１

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
（
わ
く
）

中
央
区
中
山
手
通
１
１
６
１
５
成
田
ピ
ル
－
Ｆ

茸
３
３
２
Ｉ
１
５
１
８

こ
じ
ん
ま
り
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
中
心

の
飲
め
る
お
店
。
料
理
が
お
酒
の
つ
ま

み
と
し
て
も
お
い
し
く
、
手
軽
に
行
け

る
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
酒
処
で
す
。

亜
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
１
１
タ
イ
シ
ン
サ
ン
セ

ッ
ト
ビ
ル
２
Ｆ
茸
３
９
１
１
３
０
２
８

お
い
し
い
つ
ま
み
で
飲
む
の
が
好
き
な

私
に
と
っ
て
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
の
広

告
を
見
て
始
め
て
行
っ
た
時
か
ら
お
気

に
入
り
の
店
に
な
り
ま
し
た
。
広
告
の

写
真
ど
お
り
と
て
も
お
い
し
い
焼
鳥
の

味
に
つ
い
ビ
ー
ル
を
飲
み
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。
（
焼
鳥
と
し
て
は
神
戸
一
と

思
い
ま
す
）

●
小
泉
尚
武
〈
諜
蕊
灘
締
役
〉

●
外
園
勉

〈
池
レ
ピ
準
刺
”
〃
お
”
雪
や
識
行
詞
伸
誇
〉

蟻 ＲＴ罰一・■亜

驚、静
警鐘蕊霧

‘醜

蕊騨 騨

す
ご
く
オ
シ
ャ
レ
で
、
デ
ー
ト
コ
ー
ス

の
ひ
と
つ
に
加
え
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
店
内
も
と
っ
て
も
落
ち
着
け

る
ス
ペ
ー
ス
で
、
セ
ン
ス
の
い
い
音
楽

も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。
二
重
丸

で
す
、
ハ
イ
。

●
福
田
知
子
八
詩
人
Ｖ

ガ
イ
ド
の
小
屋

中
央
区
三
宮
町
２
丁
目
８
１
１

宮
３
９
２
１
５
２
７
８

食
べ
る
コ
ト
、
呑
む
コ
ト
、
そ
し
て
ス

ポ
ー
ツ
好
き
人
間
が
集
ま
る
個
性
派
の

店
。グ

レ
コ

・
中
央
区
中
山
手
通
１
丁
目
８
－
卯
三
宮
Ｓ
Ｋ
ピ
ル

Ｂ
１
茸
３
２
１
１
０
２
７
７

画
家
の
エ
ル
・
グ
レ
コ
が
店
々
有
の
由

蝿欝卿；

ＴＯＲＩＤＯＲＩ

来
。
山
好
き
の
り
ん
と
し
た
マ
マ
さ
ん

が
魅
力
。

ユ
ニ
コ
ン

中
央
区
三
宮
町
１
１
３
１
２

茸
３
３
１
１
３
３
９
４

気
取
ら
ず
お
い
し
く
て
安
い
大
衆
酒
場

レ
ッ
ド
シ
ュ
ー
ズ
（
カ
フ
ェ
バ
ー
）

中
央
区
三
宮
町
３
１
６
１
５

麓
３
９
２
１
４
１
０
５

花
群
（
は
な
む
ら
）

中
央
区
山
手
通
１
‐
７
１
６
リ
ッ
チ
ラ
イ
ト
ピ
ル

ー
Ｆ
茸
３
９
１
１
７
８
８
１

和
風
な
の
に
洋
風
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
ま

ず
す
ば
ら
し
い
。
お
す
し
ひ
と
つ
に
し

て
も
板
前
さ
ん
の
技
術
の
高
さ
を
感
じ

さ
せ
る
よ
う
な
、
ま
ず
見
て
味
わ
え
る

所
が
あ
る
。
家
族
で
行
け
る
お
い
し
い

店
で
す
。

鍵
（
串
か
つ
か
き
）

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
－
ｕ
ニ
ュ
ー
グ
ー
ト
ピ

ル
ー
Ｆ
官
３
９
１
１
３
４
３
８

何
と
い
っ
て
も
お
い
し
い
串
か
つ
の
コ

ー
ス
で
あ
る
。
次
に
出
て
く
る
串
か
つ

が
楽
し
み
に
な
る
。
い
つ
も
満
員
な
の

が
た
ま
に
キ
ズ
（
串
か
つ
と
し
て
は
神

戸
一
と
思
い
ま
す
）

●
草
葉
達
也
〈
謡
難
篭
〉

の
き
わ
め
つ
け
。
ギ
ョ
ー
ザ
自
慢
で

す
。若

葉
須
磨
区
須
磨
油
通
５
丁
目
宮
７
３
５
ｉ
２
６
２
１

近
所
の
人
た
ち
が
毎
夜
集
ま
る
。
飲
屋

で
井
戸
端
会
議
と
い
う
の
も
珍
し
い
。

フ
ェ
ン
デ
イ
ー

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
８
１
６
良
友
ピ
ル

宮
３
９
１
‐
３
６
２
８

店
頭
に
あ
る
芸
術
性
（
？
．
）
豊
か
な
レ

リ
ー
フ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ン
テ
リ
ア
と

吉
野
マ
マ
。
ま
た
オ
ー
ド
ブ
ル
が
い
つ

も
美
味
。
ま
さ
に
神
戸
ら
し
い
お
店
。

に
し
む
ら
瑚
排
北
野
店

中
央
区
山
水
通
２
丁
目
１
１
鋤

言
２
４
２
１
２
４
６
７

会
員
制
で
ゆ
っ
く
り
時
間
を
楽
し
め
る

店
と
し
て
は
最
高
に
良
い
。
落
ち
つ
い

た
イ
ン
テ
リ
ア
と
マ
ナ
ー
は
迎
賓
館
と

し
て
も
す
ば
ら
し
い
。
甘
辛
両
方
楽
し

め
る
の
も
ま
た
良
い
。
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謹鎧

●
伊
藤
千
秋
〈
膳
Ｉ
キ
ハ
ゥ
ス
〉

ク
ラ
ブ
水
俣

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
９
Ｋ
Ｃ
Ｂ
ピ
ル

宮
３
３
２
‐
４
８
６
５

店
内
も
女
性
も
洗
練
さ
れ
て
い
て
、
い

つ
行
っ
て
も
あ
き
さ
せ
な
い
。

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
－
７
６

中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
７
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ズ
ビ
ル

宮
３
３
１
１
０
８
２
８

ア
ダ
ル
ト
向
け
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ス
ポ

ッ
ト
。
軽
い
食
事
に
ド
リ
ン
ク
、
ダ
ン

ス
も
Ｏ
Ｋ
。

蕊 ､ 録雪綴

●
佐
藤
廉
八
元
町
画
廊
社
主
ｖ

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

中
央
区
下
山
手
通
２
Ｉ
ｕ
ｌ
５
ワ
シ
ン
ホ
テ
ル
ー

Ｆ
官
３
３
１
１
２
１
２
２

カ
レ
ー
が
抜
群
に
美
味
く
て
安
い
。
カ

レ
ー
と
水
で
税
込
￥
９
９
９
１
（
サ
ラ

ダ
付
）
。
音
楽
と
酒
も
楽
し
み
だ
。

石
蘭
花

中
狭
区
北
長
央
通
１
１
２
茸
３
９
２
‐
７
２
６
６

韓
国
の
美
女
が
親
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
く
れ
る
。
韓
国
民
謡
の
歌
声
も
美
し

く
、
ハ
ン
グ
ル
の
勉
強
も
で
き
る
店
。

サ
ン
ト
・
ノ
ー
レ

北
野
店
／
中
央
区
中
山
手
通
１
１
理
Ｉ
、
ゾ
ウ
ピ

ル
６
Ｆ
宮
２
２
１
１
３
８
８
６

ト
ア
ロ
ー
ド
店
／
倉
３
９
１
ｌ
３
８
２
２

安
藤
義
則
君
の
バ
ン
ド
演
奏
を
聞
き
な

が
ら
ダ
ン
ス
を
し
て
大
人
の
ム
ー
ド
を

楽
し
め
る
店
。
女
性
同
伴
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

ラ
ン
タ
ン

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
，
１
６

茸
３
３
３
‐
８
１
５
１

蕊

●
高
岡
希
代
子
念
藷
蕊
〉

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ⅱ
Ｈ
Ａ
Ｉ
（
ワ
ン
タ
イ
）

中
央
区
山
本
通
２
‐
皿
ｌ
理

茸
２
２
２
１
２
５
０
７

珍
し
い
タ
イ
ピ
ー
ル
が
飲
め
る
店
。

音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
軽
い
食
べ
も
の

（
一
品
、
大
体
￥
１
０
０
０
迄
）
で
、

一
杯
飲
め
る
店
。
ひ
と
り
￥
３
０
０
０

ほ
ど
で
充
分
楽
し
め
る
穴
場
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ダ
ン
ス
も
楽
し
め
て
、
こ
ち

ら
の
方
は
美
人
の
マ
マ
が
会
員
を
集
め

て
、
現
在
特
訓
中
と
の
こ
と
。

ア
ル
バ
ト
ロ
ス

中
央
区
中
山
手
通
１
１
理
１
，
ゾ
ウ
ピ
ル
２
Ｆ

茸
２
３
１
１
３
３
０
０

え
り
ち
ゃ
ん
（
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
滝
え

り
子
）
の
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
な
が
ら
飲
ん

で
い
る
と
、
神
戸
の
夜
な
ら
で
は
の
粋

な
時
間
を
味
わ
え
る
。
神
戸
の
ジ
ャ
ズ

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は
戦
前
か
ら
の
老
舗

で
あ
る
。

プ
レ
ン
デ
ト
ワ
ー
ル

中
央
区
港
島
中
町
６
１
ｍ
‐
１
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
３
０
瓦
茸
３
０
２
１
１
１
１
１

３
０
Ｆ
か
ら
眺
め
る
神
戸
の
パ
ノ
ラ
マ

チ
ッ
ク
な
風
景
は
、
カ
ク
テ
ル
を
よ
り

美
味
し
い
も
の
に
。

フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ブ

中
央
区
北
長
狭
通
３
‐
１
宮
３
３
１
１
６
６
７
７

何
よ
り
も
気
配
り
満
点
の
マ
マ
の
も
て

な
し
が
う
れ
し
い
。
ア
ダ
ル
ト
な
コ
ミ

ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
。

吟
醸

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
７
１
８

宮
３
３
１
‐
７
８
４
０

全
国
で
初
め
て
吟
醸
酒
を
売
り
買
い
し

た
御
主
人
と
選
び
ぬ
か
れ
た
美
酒
ぞ
ろ

い
が
何
よ
り
魅
力
。

六
段

中
央
区
琴
緒
町
５
１
１
一
一
一
琴
ピ
ル
４
Ｆ

宮
２
３
１
‐
０
４
０
６

丹
波
の
美
酒
小
鼓
に
出
会
え
る
店
。
山

田
夫
婦
の
も
て
な
し
に
心
な
ど
む
。

●
村
上
和
子
今
際
能
Ｉ
〉

１
５７
１

●
西
正
興
〈
弄
舞
鑑
津
〉

ク
リ
ス

灘
区
宮
山
町
３
１
１
１
妬

宮
８
６
１
‐
７
２
７
２

上
品
で
頭
の
回
転
の
良
い
美
し
い
マ
マ

と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
店
の
雰
囲
気
が
抜

群
。ト

ワ
イ
ラ
イ
ト

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
４
ユ
ー
ハ
イ
ム
ピ
ル

５
Ｆ
茸
３
９
１
１
６
８
７
３

モ
ダ
ン
で
美
し
い
マ
マ
と
コ
ピ
ー
の
出

る
カ
ラ
オ
ケ
が
特
色
。

な
ず
な

中
央
区
三
宮
町
３
１
２
１
９

画
３
３
１
１
１
２
４
８

い
ろ
り
の
炭
火
と
お
ふ
く
ろ
の
味
が
忘

れ
が
た
い
。

アルパトロス
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トム・キャンディ

●
宇
津
誠
二
八
株
式
会
社
青
柳
専
務
ｖ

ｖ
ｌ
Ｅ
Ｗ

中
央
区
山
本
通
１
１
１
１
２
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
３

Ｆ
宵
２
２
１
１
３
０
３
７

安
く
て
気
楽
に
飲
め
る
。

喜
兵
衛

中
央
区
山
本
通
１
１
１
１
２
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
２

Ｆ
茸
２
４
２
１
５
４
１
１

冷
酒
を
ワ
イ
ン
感
覚
で
飲
め
る
。
料
理

も
う
ま
い
。

よ
し
多

中
央
区
下
山
手
通
２
１
，
１
８

茸
３
３
１
１
３
４
５
５

付
出
し
の
魚
の
キ
モ
が
』
う
ま
い
。

●
高
橋
孟
八
漫
画
家
ｖ

え
る
・
ふ
ぁ
ろ

中
央
区
元
町
通
２
１
１
元
町
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
Ｂ
１

言
３
３
１
１
０
６
５
０

腕
利
き
の
板
前
が
本
格
的
な
日
本
料
理

を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。
と
て
も
お
い

し
く
値
段
も
安
い
。

フ
ァ
ー
ス
ト
パ
ブ
（
会
員
制
）

中
央
区
北
長
狭
通
３
１
１
言
３
３
１
１
６
６
７
７

神
戸
一
だ
と
噂
さ
れ
る
最
高
の
音
響
装

置
を
備
え
て
お
り
、
ハ
イ
ク
ラ
ス
な
人

た
ち
が
集
ま
る
店
。

ま
さ
子

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
５
‐
１

宮
３
３
１
１
０
３
５
２

唄
っ
て
踊
れ
る
楽
し
い
お
店
。

裟
婆
（
シ
ャ
バ
）

中
央
区
加
納
町
３
１
２
１
皿

宮
３
３
１
１
６
６
０
８

京
風
の
小
粋
な
料
理
を
安
く
楽
し
め
る

●
前
田
和
穂
〈
濡
澱
所
〉

花
の
舞
（
東
門
）

中
央
区
中
山
通
１
１
６
倉
３
３
１
１
３
３
２
０

誰
も
が
自
分
の
根
城
と
い
う
感
覚
を
も

つ
町
中
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ン
ド
。

●
植
村
泰
久
八
ち
か
ら
餅
店
長
ｖ

セ
ラ
ー
バ
ー

中
央
区
京
町
詣
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
Ｂ
１

官
３
３
１
１
８
１
１
１

ホ
テ
ル
な
ら
で
は
の
オ
フ
イ
シ
ャ
ル
な

ム
ー
ド
中
年
の
穴
場
。

薗
燈

中
央
区
山
本
通
２
‐
８
１
辿

茸
２
２
２
１
１
８
８
８

小
粋
な
会
席
が
嬉
し
い
。
１
Ｆ
は
バ
ー

ラ
ウ
ン
ジ
で
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
も
…
。

ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
ｕ
ｌ
５
神
戸
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
ー
Ｆ
官
３
３
１
１
２
１
２
２

●
有
井
基
く
禦
諭
社
〉

８
８
（
パ
パ
）

艇
区
中
山
手
通
１
１
１
－
－
１
‐
コ
ベ
ン
ピ
ル
３

Ｆ
茸
３
９
２
１
０
２
８
８

正
統
派
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
カ
ク
テ
ル
と

ユ
ニ
ー
ク
な
手
料
理
も
絶
妙
。

フ
リ
ュ
イ
・
ド
・
メ
ー
ル

胆
〈
区
海
岸
通
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
海
洋
博
物
館
２

Ｆ
宙
３
９
２
１
７
６
２
２

目
前
の
港
と
向
か
い
合
っ
て
フ
ラ
ン
ス

料
理
と
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
演
出
も
最
高

六
段

中
央
区
琴
緒
町
５
１
４
三
栄
ビ
ル
４
Ｆ

宮
２
３
１
１
０
４
０
６

季
節
の
山
菜
、
ア
マ
ゴ
で
飲
む
「
小

鼓
」
の
原
酒
は
ま
た
格
別
。

松
ち
ゃ
ん

中
央
区
雲
井
通
７
サ
ン
パ
ル
Ｂ
１
Ｆ

官
２
５
２
１
０
９
７
７

本
来
の
串
か
つ
以
外
に
メ
ニ
ュ
ー
多

数
、
味
よ
く
安
い
人
情
酒
場
。

集
ま
る
人
も
神
戸
ら
し
く
、
語
り
合
え

る
少
し
大
人
の
ム
ー
ド
の
タ
ー
バ
ン
。

ル
ー
ム
・
キ
ル
ト

中
央
区
中
山
手
通
１
１
５
エ
ビ
ラ
薬
局
ビ
ル
５
Ｆ

茸
３
３
１
１
２
４
７
７

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
風
俗
衣
裳
を
そ
の

名
に
と
っ
た
こ
の
店
に
は
、
元
宝
塚
ス

タ
ー
だ
と
い
う
マ
マ
を
慕
っ
て
神
戸
の

イ
ン
テ
リ
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
。
雰

囲
気
が
よ
く
、
値
段
も
手
頃
で
安
心
で

き
る
。

●
高
橋
洋
三
〈
諏
響
シ
パ
‐
ル
／、

ラ
・
ラ
・
ル
ー

中
央
区
中
山
手
通
１
１
理
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
２

Ｆ
倉
２
２
２
１
５
６
０
４ １

５８
１
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●
木
下
佳
通
代
八
平
面
作
家
ｖ

鼓
狸
庵

中
央
区
巾
山
手
通
２
１
３
１
羽

宮
３
９
２
１
２
０
３
４

マ
マ
の
料
理
が
と
て
も
お
い
し
い
。
値

段
も
手
頃
で
楽
し
め
る
。

●
大
野
治
代
八
白
賓
堂
専
務
ｖ

ザ
・
ス
リ
ー

中
央
区
中
山
手
通
１
１
７
宮
３
２
１
１
５
５
７
７

と
に
か
く
カ
ク
テ
ル
が
お
い
し
い
。
２

０
人
ほ
ど
の
小
じ
ん
ま
り
し
た
ス
ペ
ー

ス
。
マ
ス
タ
ー
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
若

い
人
も
多
い
。

チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
ブ

中
央
区
加
納
町
４
１
８
茸
３
９
２
１
０
６
５
１

ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
が
楽
し
い
大
人
っ
ぽ

い
ム
ー
ド
の
お
店
。
お
値
段
も
リ
ー
ズ

八巻

ナ
熱
フ
ル
。

で
っ
さ
ん

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
浬

貧
３
３
１
１
６
７
７
８

マ
ス
タ
ー
と
マ
マ
の
穏
や
か
な
人
柄
が

嬉
し
い
静
か
な
雰
囲
気
の
大
人
の
店
。

ネ
ー
ベ
亭

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
２

宮
３
３
２
１
０
０
６
３

安
い
の
に
雰
囲
気
が
良
す
ぎ
る
居
酒
屋

で
す
。

１
５９
１

アカデミー

ろ
く
つ
ぼ
や

中
央
区
中
山
手
通
１
１
８
ｉ
ｌ
明
関
ピ
ル
ー
Ｆ

宮
３
９
１
１
２
２
３
７

六
坪
し
か
な
い
小
さ
な
お
店
だ
け
ど
、

い
つ
も
超
満
員
。
生
の
ホ
ー
レ
ン
草
の

サ
ラ
ダ
が
美
味
、
値
段
の
安
さ
は
申
す

迄
も
な
く
…
…
。

●
宮
川
光
世
ハ
フ
リ
ー
ラ
ィ
タ
－
Ｖ

ア
カ
デ
ミ
ー

中
央
区
布
引
町
２
丁
目
１
１
１

宮
２
２
２
１
５
９
０
７

久
し
振
り
に
行
っ
て
も
ホ
ッ
、
と
す
る
の

は
マ
ス
タ
ー
杉
本
さ
ん
の
お
陰
？
そ

れ
と
も
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
店
づ
く
り
の

せ
い
？

名
前
の
通
り
の
バ
ー
。
カ
ク
テ
ル
が
ホ

ン
ト
、
お
い
し
い
の
で
す
。
女
性
一
人

で
も
行
け
ち
ゃ
う
。

八
巻

灘
区
八
幡
町
４
丁
目
９
！
”

茸
８
６
１
１
０
６
４
２

お
い
し
い
純
米
地
酒
と
お
い
し
い
板
前

料
理
。
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う

罪
な
店
。
そ
の
上
、
値
段
も
手
頃
。

●
工
藤
恭
孝
〈
識
麓
ク
堂
〉

マ
マ
が
名
物
。
役
者
で
Ｔ
Ｖ
や
舞
台
に

も
出
演
し
て
い
る
が
、
狭
い
店
内
一
杯

に
充
満
し
て
い
る
ア
ャ
シ
ゲ
な
空
気
は

タ
ダ
モ
ノ
で
は
な
い
。

バ
ー
バ
リ
ー
コ
ー
ス
ト

中
央
区
山
本
通
２
‐
２
‐
２

宮
２
２
１
１
２
７
８
３

愛
想
の
な
さ
が
売
り
物
。
ヒ
ゲ
の
マ
ス

タ
ー
は
人
生
経
験
豊
か
な
苦
労
人
。
チ

ョ
ッ
ト
し
た
少
人
数
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に

う
っ
て
つ
け
。

鳴
門
（
す
し
）

中
央
区
加
納
町
４
１
８
ピ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
第
２
北

上
ピ
ル
－
Ｆ
宮
３
９
２
‐
２
１
８
８

ネ
タ
が
良
く
、
オ
ヤ
ジ
さ
ん
を
中
心
に

家
族
的
雰
囲
気
が
ホ
ッ
と
さ
せ
て
く
れ

る
店
。

串
の
助

中
央
区
加
納
町
４
１
７
１
ｕ

官
３
９
１
１
３
７
０
０

数
あ
る
ク
シ
カ
ッ
の
店
の
中
で
、
も
こ
こ

の
エ
ビ
は
最
高
。
年
中
ほ
ぼ
無
休
で
、

お
ま
か
せ
コ
ー
ス
の
量
も
適
量
。

自
写
⑦
国
色
昂

芦
屋
市
公
光
町
９
１
３
ポ
ヶ
ッ
ト
ビ
ル
Ｂ
１

言
０
７
９
７
１
３
２
１
１
９
４
２
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でっさん

ユ
ー
ミ
ン
●

中
央
区
中
山
手
通
２
１
１
第
６
シ
ャ
ル
マ
ン
ビ
ル

４
Ｆ
図
３
２
１
１
７
７
８
１

蕊

●
小
山
保
八
写
真
家
Ｖ

青
い
て
ん
と
う
虫

中
央
区
中
山
手
通
１
１
妬
茸
３
９
１
１
０
０
８
６

マ
ス
タ
ー
が
京
都
の
料
理
屋
の
息
子
さ

ん
で
、
き
れ
い
な
付
出
し
を
供
し
て
く

れ
る
。
明
る
い
店
で
あ
る
。

神
戸
倶
楽
部

中
央
区
加
納
町
４
１
７
パ
レ
北
野
坂
２
Ｆ

回
３
３
２
‐
５
６
８
８

ロ
コ
コ
調
と
一
言
う
の
だ
ろ
う
か
、
落
ち

着
い
た
様
式
の
静
か
に
飲
め
る
店
。

１
６０
１

●
内
田
健
司
念
鰐
謹
師
薪
長
〉

圏
唖

揮
誤
聡

●
今
井
啓
介
八
今
啓
パ
ー
ル
社
長
ｖ

山
の
手

中
央
区
中
山
手
通
１
ソ
ネ
ビ
ル

官
２
２
１
１
３
６
３
７

神
一
戸
に
来
て
加
年
に
あ
ま
る
私
自
身
の

歴
史
を
物
語
る
店
で
あ
る
。

ま
さ
子

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
９
Ｋ
Ｃ
Ｂ
ピ
ル
３
Ｆ

茸
３
３
２
１
０
０
５
１

い
つ
行
っ
て
も
な
ご
や
か
な
店
で
、
古

い
お
客
と
新
し
い
お
客
が
一
緒
に
な
っ

て
く
つ
ろ
げ
る
。

母
娘
コ
ン
ビ
。
私
も
家
族
の
一
員
。
カ

ラ
オ
ケ
で
唄
修
業
を
す
る
の
に
最
高
。

蕗中
央
区
中
山
手
１
１
１
宮
３
２
１
１
３
２
９
１

世
界
の
洋
酒
に
囲
ま
れ
て
、
夫
婦
と
一

緒
に
外
国
酒
ま
つ
り
。
神
戸
ら
し
さ
あ

ふ
れ
る
グ
ッ
ド
Ｂ
Ａ
Ｒ
。

賀
茂
鶴

中
央
区
下
山
手
通
２
１
亜
茸
３
９
１
１
８
６
９
３

お
肴
、
お
酒
、
兄
妹
の
コ
ン
ビ
も
特
級

Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
（
オ
ー
ル
ド
ク
ロ
ウ
）

中
央
区
北
長
狭
通
１
‐
９
宮
３
３
１
‐
５
９
８
６

若
い
御
夫
婦
が
や
っ
て
い
て
、
若
い
人

た
ち
が
集
ま
る
穴
場
。
手
作
り
の
メ
ニ

ュ
ー
も
楽
し
い
。

●
竹
山
清
明
〈
難
需
長
〉

●
田
中
謙
司
八
㈱
ケ
ン
ト
社
長
ｖ

ス
コ
ッ
チ
倶
楽
部
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
２
１
皿
一
一
ユ
ー
リ
ヅ
チ
ピ

ル
７
Ｆ
宮
３
９
１
１
１
４
８
４

淡
い
グ
リ
ー
ン
を
基
調
に
し
た
、
ゆ
っ

た
り
と
寛
げ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
お
店
。

美
人
の
マ
マ
さ
ん
と
お
酒
落
な
話
に
花

が
咲
く
。

セ
ブ
ン
ア
イ
ア
ン

中
央
区
中
山
手
通
１
１
妬
－
６
オ
ー
ナ
ー
ズ
ピ
ル

４
Ｆ
茸
３
３
２
‐
４
３
４
６

小
柄
で
可
愛
い
マ
マ
さ
ん
が
大
の
ゴ
ル

フ
好
き
で
、
年
２
回
の
コ
ン
ペ
が
楽
し

み
で
す
。

焼
鳥
い
の
う
え

中
央
区
中
山
手
通
１
１
３
宮
３
９
２
１
０
２
６
９

カ
ウ
ン
タ
ー
だ
け
の
ス
ナ
ッ
ク
風
の
店

内
で
、
美
人
の
マ
マ
さ
ん
が
焼
い
て
く

れ
る
焼
鳥
は
非
常
に
美
味
し
い
。
一
度

行
っ
た
ら
ま
た
行
き
た
く
な
る
店
。

荒
磯
料
理
赤
垣
別
館

兵
庫
区
福
原
町
躯
ｌ
哩
茸
５
７
６
１
３
４
６
６

マ
マ
さ
ん
と
は
、
彼
女
が
女
子
高
生
だ

っ
た
頃
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
女
の
腕

一
本
で
育
て
あ
げ
た
店
で
は
本
物
の
味

を
気
軽
に
楽
し
く
味
わ
え
る
。
季
節
料

理
に
も
趣
向
が
凝
ら
し
て
あ
っ
て
、
て

つ
ち
り
の
味
も
本
搭
的
。
新
開
地
な
ら

こ
こ
と
い
う
店
。

●
藤
原
康
邦
ハ
バ
ゥ
・
プ
ラ
ン
ラ
グ
Ｖ

赤
ち
ゃ
ん

中
央
区
下
山
手
１
－
１
宮
３
３
１
１
４
０
３
Ｏ

安
く
て
う
ま
い
。
コ
ッ
ク
の
顔
が
い
い

屯
亭
（
と
ん
ち
ん
）

中
央
区
元
町
通
２
１
２
燭
３
３
２
１
２
６
６
０

ア
ル
中
‐
気
味
の
マ
ス
タ
ー
が
楽
し
く
相

手
を
し
て
く
れ
る
。
「
安
く
て
旨
い
」

が
評
判
の
店
。

強

国
冠

中
央
区
琴
ノ
緒
町
４
１
１
１
郷

宮
２
２
１
‐
９
８
０
３

安
く
て
量
が
あ
っ
て
お
い
し
い
、
と
三

拍
子
揃
っ
た
店
。
そ
れ
だ
け
に
い
つ
行

っ
て
も
人
が
い
っ
ぱ
い
。
手
前
味
噌
な

が
ら
「
役
人
は
安
く
て
旨
い
店
を
探
す

の
が
上
手
い
」
の
で
あ
り
ま
す
。

で
っ
さ
ん

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
５
１
理

宮
３
３
１
‐
６
７
７
８
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ハ
ー
フ
タ
イ
ム

中
央
区
琴
ノ
緒
町
５
１
４
倉
２
４
１
１
８
９
５
７

昔
私
が
ま
だ
ミ
ー
ハ
ー
少
女
だ
っ
た
頃

映
画
『
風
の
歌
を
聴
け
」
の
舞
台
に
な

っ
た
こ
の
店
の
、
そ
の
せ
つ
な
く
な
る

よ
う
な
ム
ー
ド
が
好
き
で
ハ
ー
ト
ブ
レ

イ
ク
の
時
に
は
必
ず
行
っ
た
、
わ
が
青

春
の
ジ
ェ
イ
ズ
バ
ー
。
な
ん
ち
や
っ
て

ア
テ
ィ
ッ
ク

中
央
区
北
野
町
４
１
１
異
人
館
倶
楽
部
３
Ｆ

宮
２
２
２
１
５
３
６
８

あ
ま
り
に
有
名
す
ぎ
て
コ
メ
ン
ト
の
要

●
君
本
昌
久
八
詩
人
ｖ

六
段

中
央
区
琴
緒
町
５
１
１
言
２
３
１
１
０
４
０
６

〃
小
鼓
″
の
専
申
娯
盾
と
し
て
有
名
。
小

鼓
は
別
に
ピ
ン
売
り
も
し
て
く
れ
る
。

山
菜
料
理
も
凝
っ
て
い
て
、
こ
の
天
然

の
素
材
が
す
ば
ら
し
い
。

虎兵
庫
区
新
開
地
２
１
２
宮
５
７
５
１
１
３
７
６

酒
の
種
類
、
料
理
の
種
箱
弱
か
と
に
か
く

豊
富
で
し
か
も
安
い
。
お
ま
け
に
味
に

も
凝
っ
て
い
る
、
と
三
拍
子
揃
っ
て
い

る
と
聞
け
ば
、
マ
マ
さ
ん
の
人
の
よ
さ

に
も
魅
か
れ
て
、
い
つ
も
店
は
超
満

員
。
気
軽
に
寄
れ
る
店
で
あ
る
。

仕
上
げ
に
寄
る
の
が
い
つ
も
の
コ
ー

ス
。
マ
ス
タ
ー
の
辛
口
の
話
が
酔
い
覚

ま
し
に
、
も
っ
て
こ
い
。

●
島
田
誠
八
海
文
堂
社
長
Ｖ

串
乃
家

中
央
区
北
長
狭
通
１
１
８
両
３
９
１
１
４
１
９
４

オ
ー
ナ
ー
の
松
本
さ
ん
が
相
当
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
通
で
、
和
風
の
串
カ
ツ
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
お
も
し
ろ
い
。

バ
ロ
ッ
ク

中
央
区
中
山
手
通
１
１
７
１
ｍ
平
安
ビ
ル
１
Ｆ

宮
３
９
１
１
４
０
３
４

陽
気
な
マ
ス
タ
ー
と
の
お
し
ゃ
べ
り
が

楽
し
い
。

●
角
本
稔
八
神
戸
観
光
汽
船
船
長
Ｖ

ニ
ュ
ー
ト
ー
キ
ョ
ー
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

中
央
区
三
宮
町
１
１
ｍ
１
１

宮
３
９
１
１
４
５
１
１

メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な
う
え
、
店
内
が
広

い
の
で
、
大
勢
で
も
安
心
し
て
ゆ
っ
く

り
で
き
る
。
ウ
イ
ン
ナ
ー
と
ス
ペ
ア
リ

ブ
が
お
す
す
め
。

●
森
下
悦
伸
〈
諺
蕊
晒
サ
ー
〉

北
野
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

中
央
区
山
本
通
２
１
釦
宙
２
２
２
１
５
９
８
１

神
一
戸
で
は
も
う
老
舗
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
最
近
で
は
カ
ッ
プ
ル
に
も

●
釜
谷
か
お
る

、
第
哩
回
神
一
宮
雀
賢
受
賞
者
／

／
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
、

森
井
本
店

中
央
区
北
長
狭
通
２
１
弧
ｌ
偲

宮
３
３
１
ｌ
５
０
７
１

お
か
ず
が
豊
富
で
安
い
。
お
く
さ
ん
の

は
な
い
か
も
。
や
は
り
私
が
〃
ギ
ャ

ル
″
だ
っ
た
頃
、
ゼ
ミ
担
当
教
授
の
名

を
か
た
っ
て
勝
手
に
ボ
ト
ル
を
入
れ
た

り
し
た
、
思
い
出
の
店
で
す
。

鍵中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
，

画
３
９
１
１
３
４
３
８

極
端
に
ミ
ー
ハ
ー
だ
っ
た
た
め
、
和
風

の
店
は
私
の
テ
リ
ト
リ
ー
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
こ
の
店
の
串
か
つ
の
フ
ル

コ
ー
ス
に
は
魅
か
れ
て
、
ア
ッ
カ
ン
の

菊
正
な
ん
か
を
飲
ん
だ
も
の
で
す
。

ニュートーキョー

笑
顔
が
と
て
も
い
い
。
マ
ス
コ
ミ
関
係

の
人
も
よ
く
集
っ
て
い
て
、
情
報
交
換

に
花
が
咲
く
。
一
回
行
け
ば
や
み
つ
き

に
な
る
店
。

Ｇ
Ｏ
Ｇ
。
Ｃ

中
央
区
元
町
３
１
哩
１
８
言
３
９
１
１
１
８
３
３

小
じ
ん
ま
り
と
し
た
ド
イ
ッ
パ
争
う
。
夫

婦
で
や
っ
て
い
て
、
ド
イ
ツ
の
裏
町
に

あ
る
酒
場
の
よ
う
な
風
情
。
い
ろ
ん
な

国
の
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
。
ジ
ャ
ー
マ
ン

ポ
テ
ト
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
が
人
気
メ

ニ
ュ
ー
。

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ク
ラ
ブ

中
央
区
北
野
町
３
１
１
１
６

宮
２
４
１
１
０
２
０
０

異
人
館
通
り
の
栖
落
た
お
店
。
居
な
が

ら
に
し
て
異
国
情
緒
が
味
わ
え
る
。
外

人
の
演
奏
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
行
っ

て
も
楽
し
め
る
。

１
６１
１
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居
酒
屋
甚
太
郎

中
央
区
巾
山
手
通
１
１
４
１
１

茸
３
９
１
１
４
６
１
６

洋
酒
バ
ー
の
気
分
を
も
っ
た
と
て
も
愉

快
な
居
酒
屋
。
い
つ
も
新
鮮
な
も
の
が

あ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
マ
ス
タ
ー

と
の
会
話
が
、
ま
た
な
か
な
か
の
も
の
。

●
川
端
駅
一
念
羅
窯
〉

ブ
ン

中
央
区
下
山
手
通
２
１
皿
茸
３
３
１
１
８
６
３
３

熟
練
マ
マ
を
筆
頭
に
、
個
性
豊
か
な
美

女
達
が
大
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く

れ
る
ｕ

ス
タ
ー
ダ
ス
ト

由
央
区
市
凹
手
通
ニ
ュ
ー
神
和
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ

宮
３
９
２
１
８
６
１
８

綾
美
か
ら
独
立
し
て
６
カ
月
。
悦
子
マ

マ
を
中
心
に
ヤ
ン
グ
ギ
ャ
ル
達
が
元
気

い
っ
ぱ
い
。

千
人
代
官

市
典
区
小
野
柄
通
７
１
皿
日
杢
生
命
三
宮
駅
前
ピ

ル
Ｂ
１
Ｆ
茸
２
３
２
１
３
３
５
５

美
味
探
究
「
小
鼓
会
」
の
ス
タ
ー
ト
店

城
崎
・
西
村
屋
の
グ
ル
ー
プ
で
民
芸
調

ブ
ン

中
央
区
下
山
手
通
２
１
皿
茸
３
３
１
１
８
６
３
３

熟
練
マ
マ
を
筆
頭
に
、
個
性
豊
か
な
美

女
達
が
大
い
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く

れ
る
ｕ

ス
タ
ー
ダ
ス
ト

由
央
区
中
山
手
通
ニ
ュ
ー
神
和
ピ
ル
Ｂ
１
Ｆ

官
３
９
２
１
８
６
１
８

綾
美
か
ら
独
立
し
て
６
カ
月
。
悦
子
マ

マ
を
中
心
に
ヤ
ン
グ
ギ
ャ
ル
達
が
元
気

い
っ
ぱ
い
。

千
人
代
官

中
央
区
小
野
柄
通
７
１
皿
日
本
生
命
三
宮
嘆
前
ピ

人
気
急
上
昇
．
卵
年
代
風
の
作
り
を
し

た
店
内
に
粋
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
、
チ
ー

フ
の
足
立
君
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
振

り
、
オ
ー
ナ
ー
佐
藤
さ
ん
の
２
枚
目
振

り
も
引
き
立
ち
ま
す
。
と
に
か
く
お
す

す
め
の
秀
逸
店
で
す
。

ラ
ゥ
ン
ジ
大
根

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
５
サ
プ
ウ
ェ
イ
サ
イ

ド
ピ
ル
７
Ｆ
宮
３
３
２
１
５
５
０
３

広
島
出
身
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
マ
マ
が

魅
力
の
店
。
オ
ー
プ
ン
し
て
か
れ
こ
れ

５
年
、
〃
あ
っ
け
ら
か
ん
と
さ
わ
や
か

に
〃
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
も
。
新
聞
関
係
の
マ
ス
コ
ミ
人

が
多
い
か
な
。
『
大
根
』
の
由
来
は
マ

マ
か
ら
直
接
聞
い
て
下
さ
い
。

人
気
急
上
昇
．
卵
年
代
風
の
作
り
を
し

た
店
内
に
粋
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
、
チ
ー

フ
の
足
立
君
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
振

り
、
オ
ー
ナ
ー
佐
藤
さ
ん
の
２
枚
目
振

り
も
引
き
立
ち
ま
す
。
と
に
か
く
お
す

す
め
の
秀
逸
店
で
す
。

ラ
ゥ
ン
ジ
大
根

中
央
区
中
山
手
通
１
１
４
１
５
サ
プ
ウ
ェ
イ
サ
イ

ド
ピ
ル
７
Ｆ
宮
３
３
２
１
５
５
０
３

広
島
出
身
の
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
マ
マ
が

魅
力
の
店
。
オ
ー
プ
ン
し
て
か
れ
こ
れ

５
年
、
〃
あ
っ
け
ら
か
ん
と
さ
わ
や
か

に
〃
そ
し
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
イ
ン
テ
リ
ジ

ェ
ン
ス
も
。
新
聞
関
係
の
マ
ス
コ
ミ
人

が
多
い
か
な
。
『
大
根
』
の
由
来
は
マ

マ
か
ら
直
接
聞
い
て
下
さ
い
。

閏
あ
閃
陽
毘

中
央
ｘ
三
富
町
２
１
５
１
６

●
川
端
駅
一
念
羅
窯
〉

●
佐
々
木
真
八
三
菱
地
所
㈱
営
業
課
ｖ

ヒ
ッ
プ
シ
テ
ィ

中
央
区
加
納
町
４
１
１
１
顕

官
３
９
２
１
０
９
５
１

カ
ッ
プ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
１
人
で
ブ
ラ

シ
と
行
っ
て
も
楽
し
い
。
最
初
の
一
杯

か
、
締
め
く
く
り
の
一
杯
に
寄
る
こ
と

が
多
い
。
こ
こ
で
は
お
も
に
バ
ー
ボ
ン

か
ハ
イ
ネ
ケ
ン
ピ
ー
ル
を
飲
む
。

ス
ナ
ッ
ク
那
智

中
央
区
中
山
手
通
１
１
６
宮
３
３
１
１
１
２
４
０

マ
マ
の
こ
ま
や
か
な
心
使
い
が
嬉
し
い

お
店
。

ス
ナ
ッ
ク
レ
オ
パ
ル
ド

中
央
区
中
山
手
通
２
１
１
宮
３
９
１
１
０
９
９
２

き
れ
い
な
じ
ゅ
ん
子
マ
マ
さ
ん
の
店
。

都
会
に
あ
り
な
が
ら
田
舎
的
雰
囲
気
と

い
う
か
、
情
が
あ
る
。

プ
チ
シ
ア
タ
ー
か
け
い

中
央
区
加
納
町
４
１
７
１
４
ゴ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ザ
ビ

ル
６
Ｆ
倉
３
３
２
１
２
２
３
９

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
気
心
の
知
れ

た
人
と
行
く
に
は
も
っ
て
こ
い
。

ス
テ
ー
キ
桜
井

中
央
区
港
島
中
町
６
１
Ｍ
ポ
ー
ト
ピ
ア
プ
ラ
ザ

ー
Ｆ
茸
３
０
３
１
３
９
０
１

●
佐
々
木
真
八
三
菱
地
所
㈱
営
業
課
ｖ

ヒ
ッ
プ
シ
テ
ィ

中
央
区
加
納
町
４
１
１
１
顕

官
３
９
２
１
０
９
５
１

カ
ッ
プ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
１
人
で
ブ
ラ

シ
と
行
っ
て
も
楽
し
い
。
最
初
の
一
杯

か
、
締
め
く
く
り
の
一
杯
に
寄
る
こ
と

が
多
い
。
こ
こ
で
は
お
も
に
バ
ー
ボ
ン

か
ハ
イ
ネ
ケ
ン
ピ
ー
ル
を
飲
む
。

ス
ナ
ッ
ク
那
智

中
央
区
中
山
手
通
１
１
６
宮
３
３
１
１
１
２
４
０

マ
マ
の
こ
ま
や
か
な
心
使
い
が
嬉
し
い

お
店
。

ス
ナ
ッ
ク
レ
オ
パ
ル
ド

中
央
区
中
山
手
通
２
１
１
宮
３
９
１
１
０
９
９
２

き
れ
い
な
じ
ゅ
ん
子
マ
マ
さ
ん
の
店
。

都
会
に
あ
り
な
が
ら
田
舎
的
雰
囲
気
と

い
う
か
、
情
が
あ
る
。

プ
チ
シ
ア
タ
ー
か
け
い

中
央
区
加
納
町
４
１
７
１
４
ゴ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ザ
ビ

ル
６
Ｆ
倉
３
３
２
１
２
２
３
９

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、
気
心
の
知
れ

た
人
と
行
く
に
は
も
っ
て
こ
い
。

が
楽
し
い
。

寿
司
・
割
烹
お
か
林

中
央
区
中
山
手
通
り
１
１
３
１
ｍ
ロ
ー
ズ
プ
ラ
ザ

ー
Ｆ
宮
３
３
１
１
２
９
９
８

味
良
し
、
値
は
手
頃
な
店
と
し
て
飲
み

仲
間
の
紹
介
。
店
、
マ
ス
タ
ー
と
も
に

活
き
活
き
″

が
楽
し
い
。

寿
司
・
割
烹
お
か
林

中
央
区
中
山
手
通
り
１
１
３
１
ｍ
ロ
ー
ズ
プ
ラ
ザ

ー
Ｆ
宮
３
３
１
１
２
９
９
８

味
良
し
、
値
は
手
頃
な
店
と
し
て
飲
み

仲
間
の
紹
介
。
店
、
マ
ス
タ
ー
と
も
に

活
き
活
き
″

１
６２
１

●
中
島
嘉
子
〈
蕊
裟
弱
汚
脹
〉

吋
壷
切
隆
園

中
央
区
三
宮
町
２
１
５
１
６

両
３
３
１
１
２
８
１
２

男
性
一
人
で
年
中
無
休
の
店
。
カ
ラ
オ

ケ
な
し
。
大
変
清
潔
な
静
か
な
店
。

ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
が
、
加
時
過

ぎ
か
ら
パ
ブ
タ
イ
ム
に
な
り
、
近
所
の

人
が
集
ま
る
。
ジ
ャ
ズ
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。

１
６２
１

居
酒
屋
甚
太
郎

中
央
区
巾
山
手
通
１
１
４
１
１

茸
３
９
１
１
４
６
１
６

洋
酒
バ
ー
の
気
分
を
も
っ
た
と
て
も
愉

快
な
居
酒
屋
。
い
つ
も
新
鮮
な
も
の
が

あ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し
の
マ
ス
タ
ー

と
の
会
話
が
、
ま
た
な
か
な
か
の
も
の
。

●
吉
田
義
武
〈
擦
獅
娠
呼

●
中
島
嘉
子
〈
蕊
裟
弱
汚
脹
〉

●
吉
田
義
武
〈
擦
獅
娠
呼

ス
テ
ー
キ
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
が
、
加
時
過

ぎ
か
ら
パ
ブ
タ
イ
ム
に
な
り
、
近
所
の

人
が
集
ま
る
。
ジ
ャ
ズ
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
。
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ル
・
マ
ー
サ

灘
区
友
田
町
３
１
４
茸
８
４
１
１
５
３
４
７

メ
ニ
ュ
ー
は
自
然
食
中
心
。
全
国
の
吟

醸
酒
が
居
な
が
ら
に
楽
し
め
る
。
甘
口

・
辛
口
を
示
す
、
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ

ス
の
度
数
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
好
み

の
酒
を
選
び
や
す
い
。

レ
ダ

中
央
区
三
宮
町
２
１
詑
宮
３
３
１
１
４
１
２
０

居
心
地
の
良
い
私
の
ホ
ー
ム
バ
ー
の
ひ

と
つ
。
誰
に
も
知
ら
れ
た
く
な
い
．
と
思

い
つ
つ
、
沢
山
の
カ
ウ
ン
タ
ー
メ
イ
ト

を
作
っ
て
し
ま
っ
た
店
。
マ
ダ
ム
が
貴

方
よ
り
先
に
酔
っ
て
い
た
ら
運
が
悪
い

と
あ
き
ら
め
て
下
．
さ
い
。

な
み

中
央
区
北
長
狭
通
３
１
４
茸
３
９
１
１
０
３
７
８

包
容
力
満
点
の
マ
ダ
ム
と
お
酒
の
飲
め

な
い
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
い
る
店
。
マ
ダ

ム
の
和
風
料
理
は
抜
群
で
、
料
理
教
室

の
如
き
感
あ
り
。

せ
’
む
せ
’
む

灘
区
山
田
町
３
‐
咽
ヌ
ー
ベ
ル
六
甲
Ｕ
２

官
８
１
‐
１
０
３
３

数
少
な
い
六
甲
の
ア
ダ
ル
ト
向
き
の
落

ち
着
き
が
い
い
店
。
マ
マ
と
チ
イ
マ
マ

（
姉
妹
）
コ
ン
ビ
が
よ
く
、
ま
た
す
こ

ぶ
る
美
人
。

彦
六

灘
区
宮
山
町
２
１
１
茸
８
５
１
‐
７
５
５
５

本
吟
醸
「
滝
鯉
」
と
マ
マ
の
握
る
寿
司

が
最
高
に
純
化
さ
れ
た
味
文
化
を
生
み

出
し
て
い
る
。

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ

灘
区
六
甲
台
町
６
ｉ
２
官
８
８
１
‐
６
６
４
１

最
近
の
レ
ト
ロ
の
カ
ク
テ
ル
ブ
ー
ム
の

中
で
、
本
格
的
な
カ
ク
テ
ル
が
楽
し
め

る
店
。

１
５
０
０
円
で
お
い
し
い
お
で
ん
が
た

っ
ぷ
り
味
わ
え
る
。

近
藤
飯
店

中
央
区
三
宮
町
２
１
ｕ
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
２
１
Ｆ

画
３
２
１
１
０
６
１
２

三
宮
市
場
の
穴
場
。
こ
こ
も
１
５
０
０

円
あ
れ
ば
、
刺
身
が
た
ら
ふ
く
食
べ
れ

る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
抜
群
の
味
わ

い
。

●
鈴
木
正
幸
〈
課
大
学
教
育
学
部
／、

●
三
村
照
雄
〈
擦
喬
イ
ド
〉

ア
ル
バ
ト
ロ
ス

中
央
区
中
山
手
通
１
１
浬
１
，
ゾ
ウ
ビ
ル
２
Ｆ

宮
２
３
１
１
３
３
０
０

滝
え
り
子
さ
ん
が
素
晴
ら
し
い
ジ
ャ
ズ

を
聞
き
な
が
ら
飲
む
酒
は
、
ま
た
格

曲
り
○

口
〃エ

リ
カ

中
央
区
巾
山
手
通
１
１
巧
エ
ー
ス
タ
ン
ビ
ル
ー
Ｆ

宮
３
３
１
‐
５
５
２
４

美
人
マ
マ
の
店
。
東
門
で
飲
む
酒
は
、

ま
た
ム
ー
ド
が
違
う
。

灘
の
郷

中
央
区
三
宮
町
２
１
皿
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
西
館
Ｂ

１
Ｆ
茸
３
９
１
１
３
１
３
０

●
初
田
寿
八
初
田
美
術
研
究
所
代
表
Ｖ

ご
陽
叫
可
割
己
跨
叫

中
央
区
下
山
手
通
２
１
ｎ
ｌ
５
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
Ｂ
１
宮
３
９
２
１
４
１
７
３

マ
マ
の
歌
と
古
き
良
き
時
代
の
ジ
ャ
ズ

が
聴
け
、
ダ
ン
ス
が
出
来
る
、
隠
れ
た

ジ
ャ
ズ
ス
ポ
ッ
ト
。

賀
茂
鶴

中
央
区
下
山
手
２
１
亜
宮
３
９
１
１
８
６
９
３

兄
妹
で
や
っ
て
い
て
、
と
に
か
く
魚
料

理
が
う
ま
い
。
う
に
め
し
が
絶
品
。

●
山
西
宏
美
〈
杉
祷
ヴ
ュ
ス
ト
〉

上
の
家

盟
直
北
長
狭
通
３
１
廻
－
３
源
隆
ビ
ル
ー
Ｆ

宮
３
９
２
１
８
６
２
９

加
入
ぐ
ら
い
で
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な

っ
て
し
ま
う
小
ち
や
な
お
店
で
す
が
、

家
庭
料
理
の
よ
う
な
味
が
嬉
し
い
。

が
ら
し
や

中
央
区
下
山
手
通
２
宮
３
９
１
１
８
８
９
４

こ
こ
も
量
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
家
庭

料
理
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
お
気
に
入
り
。

ぎ
ょ
う
ざ
の
赤
菖

中
央
区
北
長
狭
通
１
茸
３
９
１
‐
８
８
３
５

と
に
か
く
お
い
し
い
。
ぎ
ょ
う
ざ
な
ら

ば
赤
寓
で
す
。
４
人
前
ぐ
ら
い
、
す
ぐ

に
ペ
ロ
リ
と
平
ら
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

金
宝
酒
家

中
央
里
曲
手
通
３
１
２
１
１

茸
３
３
１
ｌ
１
１
３
２

香
港
映
画
に
出
て
き
そ
う
な
ム
ー
ド
の

お
店
。
マ
ス
タ
ー
が
と
に
か
く
お
も
し

ろ
い
。
中
華
で
ビ
ー
ル
と
い
う
の
が
私

の
パ
タ
ー
ン
で
す
。１

６３
１
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喜
多
と
こ
ろ
で
弥
次
さ
ん
、
酒
造
メ

ー
カ
ー
巡
り
は
い
い
の
だ
が
、
一
体
全

体
、
行
っ
て
何
を
し
よ
っ
て
ん
だ
い
。

弥
次
任
し
と
き
な
。
そ
こ
の
自
慢
の

酒
の
講
釈
を
拝
聴
し
、
つ
い
で
に
そ
の

酒
が
飲
め
る
店
を
二
つ
三
つ
教
え
て
貰

お
う
っ
て
ぇ
寸
法
だ
。

喜
多
な
－
る
ほ
ど
。
お
っ
、
早
速
や

っ
て
来
た
の
が
沢
の
鶴
㈱
。

い
や
全
く
大
し
た
も
ん
だ
。
〃
大
吟

〆

六
甲
お
ろ
し
が
ぴ
ゅ
つ
と
一
吹

き
’
・
昭
和
も
数
え
数
え
て
六
十
三

の
翁
、
こ
こ
阪
神
電
車
が
走
る
界
隈
、

あ
ち
こ
ち
に
酒
蔵
が
並
ぶ
灘
五
郷
、
さ

て
も
現
わ
れ
出
で
た
る
は
、
ご
存
知
弥

次
喜
多
の
名
コ
ン
ビ
。

弥
次
お
お
寒
い
。
喜
多
さ
ん
や
、
六

甲
お
ろ
し
が
身
に
泌
み
る
ね
え
。

喜
多
い
や
全
く
全
く
。
何
の
因
果
で

こ
の
ま
た
寒
い
季
節
に
出
歩
か
ね
ば
な

ら
ん
の
か
い
な
ぁ
。

弥
次
神
戸
っ
子
の
取
材
記
者
の
野
郎

が
さ
、
手
前
が
出
歩
く
の
が
面
倒
な
も

の
だ
か
ら
、
あ
っ
し
ら
二
人
に
取
材
を

押
し
つ
け
や
が
っ
て
さ
。

喜
多
全
く
太
え
奴
。

弥
次
ま
あ
、
し
か
し
引
き
受
け
た
以

上
、
仕
様
が
な
い
や
ね
。
そ
れ
に
、
ほ

れ
ほ
れ
プ
ー
ン
と
酒
の
何
と
も
い
い
匂

い
が
漂
っ
て
来
る
じ
ゃ
な
い
か
。

喜
多
そ
れ
が
た
ま
ら
な
い
。
挺
が
出

て
来
る
ね
ェ
、
全
く
。

弥
次
ど
の
道
、
二
人
と
も
好
き
な
道
。

ひ
と
つ
走
り
灘
五
郷
を
回
る
と
す
る
か

喜
多
違
え
ね
え
。
文
句
を
言
っ
た
っ

ム
韮
血
巧
蓉
鋤
唾
嘩
濡
癖
誠
榊
註
鐸
雪

ん
、
早
速
、
東
か
ら
灘
五
郷
巡
り
を
始

め
た
の
で
あ
る
１
．

八
黒
子
の
弁
Ｖ
神
戸
か
ら
西
宮
に
か
け

て
、
主
と
し
て
阪
神
電
車
沿
線
に
酒
造

メ
ー
カ
ー
が
集
っ
て
い
る
。
東
か
ら
西

郷
・
御
影
郷
。
魚
崎
郷
・
西
宮
郷
・
今

津
郷
、
こ
れ
を
総
称
し
て
灘
五
郷
と
い

う
の
で
あ
る
。

口
酒
特
集
八
４
Ｖ

ご
存
知
／

弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
の

神
戸
灘
五
郷

ホ
ロ
酔
い
道
中
記

醸
白
瑠
璃
″
（
加
減
・
５
千
円
）
、
〃
瑞

兆
″
（
伽
滅
。
２
千
円
）
、
〃
特
級
原
酒
〃

（
加
減
・
１
３
５
０
円
）
が
一
九
八
七

年
度
第
妬
回
モ
ン
ド
。
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

〃
世
界
酒
類
コ
ン
ク
ー
ル
″
で
金
賞
を

受
賞
し
た
ん
だ
っ
て
ね
え
。

弥
次
し
か
も
初
出
品
の
三
点
す
べ
て

が
受
賞
。
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
が
国
際
的
な
お
墨

付
き
を
得
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
い
つ

ぁ
目
出
た
い
。

喜
多
次
は
金
盃
酒
造
㈱
。
・

弥
次
〃
生
酒
の
金
盃
″
で
今
年
も
頑

張
っ
て
い
る
ね
え
。
主
な
商
品
は
、
テ

ー
ブ
ル
タ
イ
プ
（
加
減
・
伽
円
）
、
デ

カ
ン
タ
タ
イ
プ
（
捌
誠
・
測
円
）
、
カ

ッ
プ
タ
イ
プ
（
伽
祁
・
畑
円
）
、
さ
ら

に
生
酒
の
原
酒
「
ひ
と
り
一
本
」
（
伽

椛
・
測
円
）
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
卯
パ

ー
セ
ン
ト
。
表
示
は
二
級
だ
が
中
身
は

特
級
と
い
う
〃
ク
オ
リ
テ
イ
＆
エ
コ
ノ

ミ
ー
″
商
品
で
金
盃
の
自
信
作
。

喜
多
お
っ
と
、
も
う
一
つ
忘
れ
ち
ゃ

い
け
な
い
、
五
年
間
で
熟
成
さ
せ
た
超

特
級
・
秘
蔵
酒
（
皿
２
．
一
万
円
）
。

弥
次
と
こ
ろ
で
古
来
か
ら
厳
冬
期
は

て
始
ま
ら
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
御

酒
と
肴
に
あ
り
つ
け
る
か
も
。

弥
次
そ
う
願
い
た
い
も
ん
だ
ぜ
。

１
６４
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



１
６５
１

弥
次
そ
う
そ
う
。
酒
造
好
適
米
。
兵

庫
産
の
五
百
万
石
、
ふ
く
の
花
を
釦
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
高
精
白
、
米
だ
け
を
原

料
に
し
た
純
米
醸
造
酒
。
迫
力
の
あ
る

飲
み
ご
た
え
、
き
ら
り
と
し
た
の
ど
ご

し
の
良
さ
が
こ
た
え
ら
れ
な
い
。

喜
多
豊
醇
で
や
や
辛
口
。
メ
ー
タ
ー

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
零
と
来
る
。

と
こ
ろ
で
弥
次
さ
ん
、
福
富
酒
造
㈱

の
凍
結
酒
は
ご
存
知
か
な
（
伽
祁
・
卸

円
、
伽
祁
・
如
円
）
。

弥
次
勿
論
、
存
じ
て
お
る
。
し
ぼ
り

た
て
の
生
の
新
鮮
な
原
酒
を
瞬
間
凍
結

さ
せ
、
超
低
温
（
マ
イ
ナ
ス
別
度
以

下
）
で
保
存
し
た
香
り
高
い
酒
蔵
の

味
。
凍
結
酒
は
伝
統
の
生
翫
造
り
と
新

し
い
技
術
の
結
晶
、
福
毒
の
特
許
商
品

な
の
だ
。

喜
多
純
米
酒
〃
泉
正
宗
″
（
一
級
鯛

２
．
２
０
７
０
円
）
で
お
な
じ
み
な
の

が
泉
酒
造
。

弥
次
良
質
米
で
醸
し
出
し
た
酒
っ
て

こ
と
が
、
し
み
じ
み
と
分
る
ね
え
。

金
曜
日
に
は
ワ
イ
ン
を
買
っ
て
な
ん

て
、
ひ
と
頃
流
行
っ
た
け
れ
ど
、
ワ
イ

ン
感
覚
で
、
十
分
に
寝
か
せ
て
食
卓
で

味
わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
㈲
泉
勇

之
介
商
店
の
〃
灘
泉
八
純
米
酒
Ｖ
″

（
岨
２
．
１
８
０
０
円
）
。
辛
口
だ
ね
。

喜
多
〃
瀧
鯉
″
は
木
村
酒
造
㈱
の
酒
。

弥
次
さ
ん
や
、
ち
よ
い
と
紹
介
し
て
お

く
れ
よ
。

弥
次
お
い
お
い
喜
多
さ
ん
、
い
い
顔

色
に
な
っ
て
来
た
よ
。
ま
ず
本
吟
醸

（
皿
ｆ
・
３
８
３
０
円
、
加
減
・
２
０

０
０
円
、
狐
椛
・
剛
円
）
。
妬
パ
ー
セ

ン
ト
ま
で
高
精
白
し
た
酒
造
好
適
米
・

山
田
錦
を
使
っ
た
自
信
の
吟
醸
酒
。
生

粋
（
皿
２
．
２
１
０
０
円
、
伽
郡
。
剛

円
）
は
、
灘
の
生
一
本
。
米
、
米
麹
の

み
の
純
米
酒
で
、
や
や
辛
口
。
純
酒

（
皿
２
．
１
６
８
０
円
）
は
、
飲
み
口

の
や
わ
ら
か
い
純
米
酒
。

喜
多
い
や
ぁ
、
ホ
ロ
酔
い
気
分
に
な

っ
て
来
た
。
北
風
が
気
持
ち
い
い
ね
え
。

八
黒
子
の
弁
Ｖ
読
者
の
皆
さ
ん
も
こ
こ

ら
で
窓
を
開
け
、
室
内
の
空
気
を
入
れ

換
え
て
下
さ
い
。

喜
多
さ
て
次
な
る
は
、
〃
百
万
両
新

泉
聖
寿
″
の
百
万
両
新
泉
㈱
・

弥
次
四
種
類
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
歌

い
文
句
が
ご
ざ
る
。
大
吟
醸
は
酒
の
芸

術
品
、
純
米
酒
は
、
酔
い
ざ
め
さ
わ
や

か
、
飲
み
口
ス
ッ
キ
リ
、
生
貯
蔵
酒
は

す
っ
き
り
さ
わ
や
か
な
味
の
本
醸
造
づ

く
り
、
に
ご
り
酒
は
、
こ
く
が
あ
っ
て

夏
の
飲
み
物
と
し
て
も
人
気
上
昇
中

（
百
万
両
一
級
純
米
酒
岨
２
．
２
１
０

０
円
、
同
二
級
に
ご
り
酒
姻
２
．
１
３

８
０
円
、
同
二
級
生
貯
蔵
酒
測
郡
。
伽

円
、
大
吟
醸
加
減
二
級
２
０
０
０
円
）
。

喜
多
な
あ
る
ほ
ど
。

弥
次
さ
て
と
喜
多
さ
ん
、
や
っ
て
来

ま
し
た
菊
正
宗
酒
造
㈱
・

喜
多
男
は
辛
口
が
い
い
、
失
恋
し
て

も
喚
く
な
、
な
ん
て
ね
。
辛
口
一
筋
に

歩
ん
で
き
た
酒
、
そ
れ
が
菊
正
宗
。

〃
み
や
び
″
（
岨
２
．
５
０
０
０
円
、
加

減
・
２
０
０
０
円
）
は
超
特
撰
・
灘
の

生
一
本
。

弥
次
時
流
に
お
も
ね
る
こ
と
な
く
、

品
質
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
来
た
姿
勢
が

あ
る
。
男
は
こ
う
あ
り
た
い
ね
。

喜
多
〃
超
特
撰
純
米
吟
醸
酒
。
朔
雲

白
鶴
″
（
岨
２
．
５
０
０
０
円
、
加
減
。

２
０
０
０
円
）
は
白
鶴
酒
造
㈱
の
逸
品
。

酒
づ
く
り
に
最
適
な
季
節
と
言
わ
れ
て

い
る
ん
だ
が
、
こ
の
環
境
の
重
要
さ
は

近
代
的
な
科
学
管
理
の
行
き
届
い
た
今

日
で
も
変
り
は
な
い
つ
て
こ
と
。

喜
多
そ
の
名
も
ず
ば
り
〃
福
徳
長
寒

造
″
を
出
し
て
い
る
の
が
灘
誉
酒
造
㈱

（
岨
２
埋
詰
・
一
級
１
８
７
０
円
、
二
級

１
３
８
０
円
、
岨
２
パ
ッ
ク
詰
一
級
１

８
５
０
円
、
同
二
級
１
３
６
０
円
）
。

短
い
極
寒
の
時
期
を
選
ん
で
厳
し
い
品

質
管
理
の
下
で
醸
造
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
。

弥
次
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
肌
目
細
か
な

の
ど
ご
し
を
楽
し
ん
で
貢
う
た
め
に
は

熱
澗
を
避
け
人
肌
く
ら
い
の
お
畑
が
最

高
。
ぜ
ひ
こ
れ
で
飲
ん
で
欲
し
い
と
の

こ
と
だ
。

じ
ゃ
、
早
速
…
…
。

喜
多
お
つ
と
待
っ
た
。
ま
だ
始
っ
た

ば
か
り
だ
ぜ
。
さ
あ
急
い
だ
急
い
だ
。

次
に
や
っ
て
来
た
の
が
富
久
娘
酒
造

㈱
。
こ
の
社
の
〃
お
澗
機
能
付
澗
番
娘
″

は
ヒ
ッ
ト
商
品
。
新
し
い
開
発
技
術
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
特
色
の
同
社
ら
し

い
こ
の
商
品
は
、
お
燭
機
能
付
の
お
酒

の
元
祖
と
し
て
最
早
、
有
名
人
（
二
級

Ⅷ
誠
・
剛
円
）
。

弥
次
〃
富
久
娘
大
吟
醸
″
（
特
級
畑
２

．
５
０
０
０
円
）
〃
純
金
箔
入
黄
金
富

久
娘
〃
（
特
級
伽
秘
・
１
８
０
０
円
）
は
、

厳
選
さ
れ
た
酒
造
好
適
米
を
高
度
に
精

白
し
て
、
古
い
伝
統
と
新
し
い
技
術
に

よ
っ
て
醸
造
し
た
酒
。
ふ
く
よ
か
な
芳

香
と
奥
深
い
味
わ
い
は
天
下
無
双
の
旨

さ
。喜

多
菊
川
純
米
酒
〃
灘
の
生
一
本
″

は
菊
川
㈱
の
自
信
作
（
岨
２
．
１
８
０

０
円
）
。
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E 調

〃
朔
雲
″
と
は
、
高
貴
な
目
出
た
い
雲

と
い
う
意
味
で
勝
運
に
も
通
じ
、
昔
か

ら
吉
兆
と
し
て
尊
ば
れ
て
来
た
と
の
こ

と
で
、
吟
醸
酒
な
ら
で
は
の
味
と
香
り

に
因
ん
で
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
・

弥
次
日
本
の
酒
米
の
代
表
で
あ
る
酒

造
好
適
米
・
山
田
錦
と
、
灘
の
水
・
宮

水
だ
け
を
使
用
、
同
社
一
一
四
○
年
の
伝

統
と
磨
き
ぬ
か
れ
た
技
術
を
積
み
重
ね

醸
造
し
た
最
高
級
の
純
米
吟
醸
酒
で
、

香
味
が
良
く
肌
目
細
か
い
ま
ろ
や
か
さ

を
も
ち
、
し
か
も
コ
ク
が
あ
る
ん
だ
ね
。

吟
醸
酒
は
、
そ
の
風
味
を
生
か
す
た
め

に
も
〃
冷
や
″
も
し
く
は
〃
ぬ
る
鯛
″

Ⅱ
４
０
】

塞麗議鰯

識灘
鍵騨毘輔

霞鍵

E調

１
１６

で
飲
む
の
が
最
高
／

喜
多
弥
次
さ
ん
や
、
そ
ろ
そ
ろ
腰
を

落
ち
着
け
て
ゆ
っ
く
り
と
や
り
た
い
も

ん
だ
ね
。

弥
次
全
く
大
賛
成
。
だ
が
ね
、
何
で

も
も
う
原
稿
の
締
切
日
が
過
ぎ
て
い
る

っ
て
こ
と
で
、
そ
う
も
言
っ
ち
ゃ
お
れ

な
い
。
も
う
一
踏
ん
張
り
と
行
こ
う
／
・

喜
多
と
い
う
わ
け
で
今
度
は
国
冠
酒

造
㈱
へ
お
邪
魔
さ
ま
。

弥
次
年
間
五
百
本
と
い
う
限
定
品

〃
特
白
純
米
四
年
古
酒
（
金
箔
入
）
″

（
岨
２
．
５
０
０
０
円
）
は
贈
答
用
に

最
適
。
年
に
一
度
の
し
ぼ
り
た
て
と
銘

打
っ
た
〃
本
醸
造
あ
ら
ぱ
し
り
″
（
Ⅷ

謹五郷には、昔ながらの造り酒屋を思わせる建物が今も数多く残っている。黒瓦葺きに黒
塗りの板べい。建物と建物との間からキラッと光る海を望むことも出来る。酒造りの基本
は水・米・技・風土。つまり、“宮水' ' “山田錦' ，“杜氏' ，そして灘のもつ自然の立地条件。
これらが総合して“澱酒”が誕生するのである。
きり絵・猿丸修吾

滅
・
１
０
０
０
円
）
は
限
定
五
千
本
。

予
約
締
切
り
は
三
月
十
五
日
な
の
で
お

忘
れ
な
く
と
の
こ
と
。

喜
多
〃
酒
豪
こ
は
く
″
（
岨
２
．
２
３

０
０
円
）
は
豊
津
酒
造
㈱
の
お
酒
。
播

州
酒
米
・
灘
錦
（
山
田
錦
を
親
と
す
る

新
品
種
）
を
師
パ
ー
セ
ン
ト
に
磨
き
、

手
造
り
で
育
て
あ
げ
た
純
米
酒
。

弥
次
爽
や
か
な
酸
味
と
ま
る
や
か
な

口
あ
た
り
が
、
灘
酒
の
本
来
の
姿
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
と
言
え
る
ね
。

喜
多
い
つ
の
世
も
美
人
は
徳
だ
ね
、

弥
次
さ
ん
や
。

弥
次
何
だ
い
唐
突
に
。
も
っ
と
も
爆

弾
で
飛
行
機
を
落
と
し
て
も
、
下
手
人

が
美
人
な
ら
同
情
や
ら
結
婚
申
し
込
み

が
殺
倒
す
る
世
の
中
だ
か
ら
全
く
訳
が

分
ら
な
い
。

喜
多
〃
島
美
人
″
（
刑
祁
・
捌
祁
）
は

北
山
酒
造
㈱
の
低
温
貯
蔵
し
た
生
酒
の

原
酒
。

弥
次
一
度
飲
む
と
必
ず
次
に
欲
し
く

な
り
、
毎
年
定
期
的
に
注
文
が
入
る
そ

う
で
、
や
は
り
美
人
は
徳
と
い
う
こ
と
。

喜
多
粋
な
名
前
が
〃
富
貴
粋
酔
″

（
一
級
咽
２
本
醸
造
１
８
７
０
円
、
二

級
皿
２
八
ピ
ン
Ｖ
１
２
７
０
円
八
パ
ッ

ク
Ｖ
１
２
５
０
円
、
Ⅷ
減
八
パ
ッ
ク
Ｖ

剛
円
）
。
合
同
酒
精
㈱
が
出
し
て
い
る
。

弥
次
新
し
い
酵
母
で
つ
く
り
あ
げ
た

同
社
の
自
慢
の
酒
。
歌
い
文
句
が
泣
か

せ
る
ね
え
。
飲
み
あ
き
ず
、
飲
ん
だ
後

の
に
お
い
が
残
ら
ず
、
二
日
酔
い
し
づ

ら
い
、
朝
が
す
て
き
な
お
酒
…
。

喜
多
㈱
辰
馬
悦
蔵
商
店
の
〃
極
上
白

鷹
″
（
咽
２
．
５
０
０
０
円
、
伽
祁
。

２
０
０
０
円
）
は
生
翫
造
り
の
本
格
的

な
灘
の
吟
醸
酒
純
米
、
原
酒
。
低
温
で

灘
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貯
蔵
熟
成
さ
せ
た
酒
。

弥
次
う
ん
う
ん
、
ほ
の
か
な
吟
醸
香

が
あ
り
、
豊
醇
な
こ
く
味
が
あ
っ
て
、

飲
み
あ
き
し
な
い
ね
え
。

喜
多
と
こ
ろ
で
弥
次
さ
ん
、
喜
一
さ

ん
に
知
り
合
い
は
い
る
か
い
。

弥
次
う
む
、
大
蔵
大
臣
の
宮
沢
喜
一

君
か
な
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
。

弥
次
そ
の
宮
沢
喜
一
さ
ん
を
は
じ
め

全
国
の
喜
一
さ
ん
に
愛
飲
さ
れ
て
い
る

の
が
、
木
谷
酒
造
㈱
の
〃
喜
一
〃
（
皿

２
ピ
ン
詰
他
各
種
）
っ
て
こ
と
。
〃
喜

一
を
一
杯
よ
ろ
こ
び
い
っ
ぱ
い
〃
が
歌

い
文
句
で
、
Ⅲ
パ
ー
セ
ン
ト
の
宮
水
仕

込
み
。
こ
れ
が
う
ま
さ
の
秘
訣
。
う
ま

い
酒
な
の
で
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し

よ
う
っ
て
の
が
に
く
い
ね
え
。

喜
多
〃
素
顔
の
日
本
酒
″
っ
て
の
が

西
宮
酒
造
㈱
の
〃
日
本
盛
単
一
原
酒
″

（
Ⅷ
祁
・
１
５
０
０
円
）
。

弥
次
そ
の
素
顔
っ
て
の
は
？

喜
多
よ
し
、
講
釈
し
よ
う
。
従
来
の

日
本
酒
は
、
熟
成
を
終
え
た
複
数
の
原

酒
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
る
が
、
単
一
原

酒
は
ブ
レ
ン
ド
を
一
切
せ
ず
、
数
百
本

も
の
貯
蔵
タ
ン
ク
の
中
の
一
本
を
そ
の

ま
ま
、
個
性
も
主
張
も
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
埋
詰
し
て
い
る
ん
だ
。
貯
蔵
タ
ン

ク
に
よ
っ
て
そ
の
成
分
が
微
妙
に
違
う

た
め
、
そ
の
味
わ
い
は
一
度
き
り
の
も

の
で
、
人
の
力
が
関
与
で
き
な
い
、
神

秘
的
な
味
わ
い
を
も
つ
。
ゆ
え
に
〃
素

顔
の
日
本
酒
″
っ
て
ん
だ
。

弥
次
な
－
る
ほ
ど
。
ボ
ト
ル
の
形
も

六
角
形
で
ユ
ニ
ー
ク
。
イ
ギ
リ
ス
人
の

デ
ザ
イ
ン
な
ん
だ
っ
て
ね
。
ラ
ベ
ル
に

は
杜
氏
名
も
入
っ
て
い
る
。

喜
多
極
め
れ
ば
原
点
、
灘
か
ら
直
送

あ
の
方
へ
ｌ
・
ひ
も
解
け
ば
、
心
を

結
ぶ
、
の
し
ラ
ベ
ル
。

弥
次
お
っ
、
名
調
子
だ
ね
。

喜
多
伊
稼
酒
造
㈱
の
〃
純
米
酒
灘

の
生
一
本
白
魂
″
（
岨
β
・
１
８
０

０
円
・
弧
祁
Ⅷ
円
）
の
歌
い
文
句
だ

よ
。弥

次
大
関
酒
造
㈱
は
、
〃
純
米
酒
山

田
錦
″
（
一
級
皿
２
．
２
６
０
０
円
、

二
級
酒
岨
２
１
９
０
０
円
、
同
珊
祁
１

０
０
０
円
）
。

喜
多
酒
の
原
料
と
し
て
最
も
い
い
お

米
の
代
表
が
〃
山
田
錦
〃
・
普
通
、
お

い
ら
た
ち
が
食
べ
る
米
よ
り
も
、
ひ
と

ま
わ
り
も
ふ
た
ま
わ
り
も
大
粒
。
し
か

も
心
白
と
呼
ば
れ
る
ま
ん
中
の
白
い
部

分
が
大
き
い
。
全
国
の
酒
造
家
が
競
っ

て
求
め
あ
う
稀
少
な
お
米
だ
ね
。

こ
の
酒
は
、
そ
の
米
の
名
前
を
つ
け

た
、
い
わ
ば
米
・
水
（
宮
水
）
・
技
・

酒
造
り
の
す
べ
て
に
本
も
の
を
使
っ
て

い
る
と
い
う
自
負
が
感
じ
ら
れ
る
ね
。

弥
次
さ
て
さ
て
、
大
急
ぎ
で
馳
け
回

っ
た
灘
五
郷
、
最
後
は
小
西
酒
造
㈱
の

〃
清
酒
白
雪
″
（
特
級
岨
２
。
壕
２
７

３
０
円
、
一
級
皿
２
壕
１
８
７
０
円
、

二
級
岨
２
埋
１
３
８
０
円
、
一
級
畑
２

パ
ッ
ク
ブ
ル
ー
１
８
５
０
円
、
二
級
岨

２
パ
ッ
ク
レ
ッ
ド
ー
３
６
０
円
、
同
皿

β
し
や
ん
パ
ッ
ク
－
２
５
０
円
、
一
級

剛
祁
パ
ッ
ク
ブ
ル
ー
蜘
円
、
二
級
伽
滅

レ
ッ
ド
パ
ッ
ク
剛
円
、
同
剛
減
し
ゃ
ん

パ
ッ
ク
晒
円
）
。

喜
多
最
後
は
清
酒
白
雪
の
一
言
で
締

め
よ
う
。
〃
味
づ
く
り
幸
せ
づ
く
り
ひ

と
す
じ
に
″

弥
次
喜
多
さ
ん
、
終
っ
た
終
っ
た
。

喜
多
で
は
弥
次
さ
ん
、
今
度
は
本
番
。

弥
次
あ
た
ぽ
う
よ
・
下
戸
の
編
集
者

に
は
つ
き
合
っ
て
お
れ
ぬ
。
で
は
皆
さ

ん
、
来
年
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
。

１
６７
１

ｑ
か
っ
て
酒
造
り
に
使
わ
れ
た
道
具
類

八
黒
子
の
弁
Ｖ
か
く
し
て
弥
次
喜
多
ご

両
人
、
赤
提
灯
め
ざ
し
て
ま
つ
し
ぐ

ら
。
ど
う
も
ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
次
ペ
ー
ジ
に
各
酒

メ
ー
カ
ー
の
酒
が
飲
め
る
店
を
列
記
し

て
、
こ
の
特
集
記
事
を
終
え
る
と
し
よ

漂
う
。

（
文
責
・
編
集
部
）
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１
６８
１

八
福
徳
長
Ｖ

●
ハ
イ
カ
ラ
家
族
三
宮
店

神
一
早
出
干
央
区
北
長
狭
通
１
丁
目
３
１
６
光
陽
ビ

ル
３
Ｆ
・
４
Ｆ
宮
０
７
８
（
３
９
２
）
７
２
７
２

●
民
芸
肉
料
理
わ
か
ま
つ
三
宮
店

神
戸
市
中
央
区
二
宮
町
３
丁
目
ｍ
ｌ
３
茸
０
７
８

（
２
４
２
）
２
２
２
２

④
居
酒
屋
出
世
街
道

尼
崎
市
武
庫
元
町
１
丁
目
塑
官
０
６
（
４
３
２
）

５
８
１
０

Ａ
富
久
娘
Ｖ

③
焼
鳥
の
ん
ち
ゃ
ん

神
戸
市
市
鞭
火
区
北
長
狭
通
１
１
，
１
週
茸
０
７
８

（
３
３
１
）
７
４
６
５

安
く
て
う
ま
い
焼
鳥
は
勿
論
、
馬
刺
し
、
雑
炊
等

い
ろ
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
る
お
店
。

、
酒
ど
こ
ろ
灘
五
郷
岩
屋
店

神
戸
市
灘
区
岩
屋
中
町
５
１
２
‐
調
茸
０
７
８

（
８
６
１
）
１
６
４
９

阪
神
岩
屋
駅
を
南
へ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
酒
落
た
店

椛
え
で
、
気
さ
く
で
歌
の
上
手
な
マ
マ
さ
ん
が
人
気

の
、
気
軽
で
楽
し
く
飲
め
る
お
店
。

八
福
涛
Ｖ

③
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
オ
ー
ル
ド
一
貢
’
六
甲
店

神
戸
市
難
区
六
甲
台
町
６
１
２
茸
０
７
８
（
８
８

１
）
６
６
４
１

⑧
大
衆
居
酒
屋
行
屋

神
戸
市
中
央
区
吾
妻
通
１
１
２
茸
０
７
８
（
２
５

１
）
１
９
１
６

八
泉
正
宗
Ｖ

曾
昔
眼
侠
燈

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
２
‐
５
１
４
茸
０
６
（
３
６

１
）
７
８
２
３

関
西
だ
き
、
お
で
ん
の
店
。

、
穴
門
金
盃

神
戸
市
誤
宏
大
区
北
長
狭
通
４
茸
０
７
８
（
３
３

１
）
５
４
６
４

冬
は
お
で
ん
、
夏
は
天
ぷ
ら
の
店
。

八
郡
鯉
Ｖ

●
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
＆
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
喜
兵
衛

神
一
早
出
半
央
区
山
本
通
２
丁
目
１
１
１
コ
ー
ナ
ー

ハ
ウ
ス
２
Ｆ
宮
０
７
８
（
２
４
２
）
５
４
１
１

木
村
酒
造
㈱
直
営
店
。
清
酒
瀧
鯉
を
多
種
類
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

⑳
割
ぽ
う
よ
し
だ

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
１
的
宮
０
７
８
（
３

３
１
）
３
４
５
５

高
。
会
員
制
。

③
竹
園
第
三
別
館

芦
屋
市
大
原
町
９
１
，
宮
０
７
９
７
（
３
１
）
９

９
１
０

Ｊ
Ｒ
杢
戸
屋
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
て
、
お
い
し
い

神
戸
肉
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る
。
お
勧
め
は
タ
ー
タ

ー
ス
テ
ー
キ
、
牛
肉
刺
身
、
す
き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
と
目
白
押
し
。
御
主
人
の
久
保
洲
智
さ
ん
は
、

戦
後
間
も
な
い
頃
に
通
訳
を
し
て
い
た
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
「
サ
ム
」
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
親
し
ま
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し
た
溜
り
場

と
な
っ
て
い
る
。

八
桜
正
宗
Ｖ

・
北
浜

さ
ん
ち
か
店
／
宮
（
３
９
１
）
５
２
２
３
、
サ
ン
プ

ラ
ザ
店
／
宮
（
３
９
１
）
３
０
１
８
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
店
／
言
（
３
９
１
）
１
８
１
１
、
三
宮
タ
ー
ミ
ナ

ル
ピ
ル
店
／
宮
（
２
９
１
）
０
０
２
８
。
〃
季
節
を
料

理
す
る
〃
四
季
折
々
の
材
料
を
生
か
す
一
流
の
味
。

●
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
レ
ス
／
中
国
・
四
川
料
理

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
，
１
９
両
（
３
２

１
）
２
８
８
２

●
酒
房
五
拾
歩
百
歩

神
戸
市
中
央
区
元
町
通
２
元
町
プ
ラ
ザ
Ｂ
１
画

（
３
３
１
）
６
７
９
７

季
節
料
理
て
ん
ぷ
ら
他
一
品
料
理
。

八
百
万
両
Ｖ

⑤
や
き
と
り
茶
屋
山
本

神
戸
市
中
央
区
琴
緒
町
３
１
２
１
躯
官
（
２
４

１
）
５
５
７
７

●
酒
処
池
田

明
石
市
東
中
の
町
８
１
泊
茸
（
９
１
３
）
３
４
２

２・
酒
場
た
つ
み

堺
市
北
瓦
町
２
丁
１
‐
四
宮
（
０
７
２
２
）
２
２

１
５
１
５
７

Ａ
沢
の
鶴
Ｖ

●
や
き
烏
烏
光

神
戸
市
須
磨
区
行
幸
町
１
１
１
画
０
７
８
（
７
３

１
）
５
８
５
５

●
レ
ス
ト
ラ
ン
三
光

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
８
宙
０
７
８
（
３

３
１
）
０
２
２
６

●
佐
津
満
寿
司

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
７
麓
０
７
８
（
３

３
２
）
１
１
１
５

八
金
盃
Ｖ

⑳
森
井
本
店

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
１
型
（
高
架
下
）
衝

０
７
８
（
３
３
１
）
８
０
５
１

安
く
て
美
味
い
、
親
し
み
の
あ
る
大
衆
酒
場

八
白
雪
Ｖ

⑳
大
衆
酒
場
た
よ
し

⑥
炉
ば
た
焼
八
角

○
居
酒
屋
ろ
つ
く
／
束
梅
田
店
衝
０
６
（
３
１
５
）

６
０
３
４
大
阪
駅
前
第
３
ピ
ル
店
麓
０
６
（
３

４
４
）
２
５
６
２
京
橋
店
衝
０
６
（
３
５
３
）

６
１
３
６

☆
今
宵
は
灘
の
生
一
本
ど
の
銘
柄
で
飲
り
ま
す
か
。

神
戸
ホ
ロ
酔
い
処
．
今
夜
は
こ
の
酒
／

八
白
鶴
Ｖ

●
お
可
川
（
天
ぷ
ら
）

神
戸
市
中
央
区
北
野
町
１
丁
目
５
１
，
宮
０
７
８

（
２
２
２
）
３
５
１
１

、
し
る
一
（
料
亭
）

神
戸
市
中
央
区
古
湊
１
１
１
茸
０
７
８
（
３
７

１
）
４
１
８
７

③
美
佳
（
割
烹
）

神
戸
市
中
ふ
未
区
下
山
手
通
３
丁
目
皿
１
浬
光
ビ
ル

２
Ｆ
倉
０
７
８
（
３
３
１
）
２
８
０
５

八
国
冠
Ｖ

●
居
酒
屋
『
百
番
」
チ
ェ
ー
ン
店

●
酒
蔵
国
冠

神
戸
市
中
央
区
琴
ノ
緒
町
４
１
１
１
調
茸
０
７
８

（
２
２
２
）
４
１
６
０

八
酒
豪
Ｖ

●
三
宮
御
殿

阪
急
三
宮
西
口
北
側
よ
り
西
へ
Ⅷ
ｍ
、
生
田
筋
交
差

点
西
北
角
、
２
Ｆ
・
３
Ｆ
宮
０
７
８
（
３
９
１
）

０
０
３
４

八
島
美
人
Ｖ

、
大
路
屋
「
赤
門
」
チ
ェ
ー
ン
店

八
冨
量
Ｖ

●
ミ
ニ
し
や
ぷ
「
‘
山
」

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
弱
ｌ
釦
茸
０
７
８

（
３
３
１
）
０
２
７
２

神
戸
肉
を
廉
価
で
楽
し
め
ま
す
。

●
正
宗
屋
（
さ
つ
ま
料
理
）

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
茸
０
７
８
（
３
３
１
）

３
６
６
９

神
戸
市
鵬
竃
犬
区
鯉
川
筋
茸
０
７
８
（
３
９
１
）
０

３
８
４

⑬
富
貴
酒
房

神
戸
市
中
央
区
元
町
３
１
狸
ｌ
畑
茸
０
７
８
（
３

９
１
）
２
９
１
１

串
か
つ
、
焼
鳥
の
う
ま
い
店
。

八
白
臆
Ｖ

●
狸
々
三
宮
店

神
戸
市
中
央
区
長
狭
通
２
１
８
１
３
麓
０
７
８

（
３
３
１
）
９
５
５
７

⑲
男
す
し

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
１
妬
１
１
両
０
７
８

（
２
２
１
）
１
３
２
８

③
割
烹
志
乃

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
１
１
１
弘
茸
０
７
８

（
３
９
１
）
７
６
８
６

八
日
本
盛
Ｖ

●
ホ
テ
ル
竹
園
芦
屋
９
Ｆ
ラ
ウ
ン
ジ
ナ
イ
ン
ス

芦
屋
市
大
原
町
ｍ
ｌ
ｌ
茸
０
７
９
７
（
３
１
）
２

３
４
１
（
大
代
表
）

高
級
住
宅
街
、
芦
屋
の
山
の
手
を
眺
め
な
が
ら
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り
合
う
の
に
最

ク
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